
▽
申
込
み
方
法
　
各
金
融
機
関
か
市

　
役
所
の
窓
口
︵
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

　
除
く
︶
に
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印

　
を
お
持
ち
に
な
り
、
口
座
振
替
依

　
頼
書
に
記
入
・
押
印
の
上
、
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
み
後
は
、
取
消
の
手
続
き
を

　
し
な
い
限
り
継
続
さ
れ
ま
す
。

＊
市
外
の
金
融
機
関
で
申
し
込
む
方

　
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
送
付
し

　
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
を
つ
な
ぐ
た
め
、
市
内
30
か
所
に

﹁
市
民
ポ
ス
ト
﹂
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
市
や
関
係
機
関
へ
の
文
書
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
市
に
届
け
た
い
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
市
民
ポ
ス
ト
に
は
、
重
要
な
も
の

　
︵
現
金
な
ど
の
貴
重
品
、
申
請

　
書
、
個
人
情
報
な
ど
記
載
さ
れ
て

　
い
る
も
の
︶
は
入
れ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

※
設
置
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
市
長
公
室

　
不
法
投
棄
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

や
不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
現
場
を

目
撃
し
た
際
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、
土

地
の
所
有
者
や
管
理
者
の
責
任
で
処

分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
草
の
繁

茂
や
ご
み
が
散
ら
か
っ
て
い
る
場
所

な
ど
は
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
草
を
定
期
的
に
刈

り
取
り
、
柵
や
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る

な
ど
不
法
投
棄
の
防
止
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
看
板
を
ご
希
望

の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

　
サ
イ
ク
ル
係

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
指

導
者
の
直
接
指
導
で
、
手
軽
に
で
き

る
ラ
ジ
オ
体
操
を
正
し
く
身
に
つ
け
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
２
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル

　
ピ
ア
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
技
指
導

▽
講
師
　
多
胡
肇
さ
ん
︵
N
H
K
テ

　
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
︶
、

　
原
川
愛
さ
ん
︵
N
H
K
テ
レ
ビ
・

　
ラ
ジ
オ
体
操
ア
シ
ス
タ
ン
ト
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同

　
伴

▽
定
員
　
１
２
０
人

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
タ
オ

　
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
当
日
直
接
会
場
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い

※
会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
協
力
　
あ
き
る
野
市
ラ
ジ
オ
体
操

　
連
盟
、
︵
一
財
︶
簡
易
保
険
加
入

　
者
協
会

▽
問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ

　
ー
ツ
推
進
係
︵
直
通
５
５
８
・
１

　
２
６
２
︶

　
手
話
で
の
自
己
紹
介
や
聴
導
犬
の

仕
事
の
様
子
を
見
た
り
話
を
聞
い
た

り
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
10
日
㈯
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
５
階
５
０
３
会
議

　
室

▽
講
師
　
緒
方
好
子
さ
ん
︵
手
話
通

　
訳
士
・
東
京
都
認
定
登
録
手
話
通

　
訳
者
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

　
の
保
護
者

▽
定
員
　
15
組
︵
申
込
み
順
︶

※
親
子
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
１
月
29
日
㈪
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
に
教
室
名
、
郵
便
番
号
、
住

　
所
、
氏
名
︵
親
子
と
も
︶
、
子
ど

　
も
の
学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
の

　
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
、
直
接
窓
口
で
も
申
込
み
で

　
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
障
が
い
者
支

　
援
課
障
が
い
者
相
談
係
︵
〒
１
９

　
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
１
１
５
７
、
　
５

　
５
８
・
１
１
７
０
︶
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４
月
か
ら

　
口
座
振
替
が
で
き
る

　
　
　
金
融
機
関
が
増
え
ま
す

不法投棄は犯罪です！

市
民
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※みずほ銀行については、現在、税金のみ申込み可能となっております。その他
　の手数料等の申込み受付開始日については、決定次第お知らせいたします。

種　　目

市・都民税
固定資産税・都市計画税
軽自動車税
国民健康保険税

一般廃棄物処理手数料
（し尿処理手数料）

保育料

徴税課徴税係

保育課保育係

介護保険料 高齢者支援課介護保険係

給食納付金
学校給食課
秋川学校給食センター係

学童クラブ育成料
学童クラブ延長育成料

子ども政策課児童館係

生活環境課
清掃・リサイクル係

市営住宅使用料
市営住宅駐車場使用料 都市計画課住宅係

問合せ 金融機関（　　　　　　　）
・りそな銀行

・埼玉りそな銀行

・みずほ銀行※

・三菱東京ＵＦＪ銀行

・三井住友銀行

・東京都民銀行

・山梨中央銀行

・西武信用金庫

・青梅信用金庫

・多摩信用金庫

・秋川農業協同組合・東京

　都信用農業協同組合連合

　会及びその会員である農

　業協同組合

・中央労働金庫

・大東京信用組合

・ゆうちょ銀行

「
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

小
学
生
親
子
手
話
教
室

〜
聴
導
犬
が
き
ま
す
！

　
手
話
と
聴
導
犬
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
学
び
ま
し
ょ
う
〜

　事前に勧誘の電話などがなく、あるいは
勧誘を受けたが送付を承諾していないにも
関わらず、一方的に商品を送り付けて代金
の支払いを請求する手口を「送りつけ商法
」と言います。商品の内容は、海産物の詰
め合わせや健康食品などさまざまで、近年
は一人暮らしのお年寄りを狙った被害が急
増しています。
　先方から無断で商品が送りつけられてき
た場合、契約は成立していないため、代金
を支払う義務はありません。身に覚えのな
い商品が届いた場合は、宅配業者に受取拒
否の旨を伝えて持ち帰ってもらいましょ
う。また、商品の送付を承諾してしまい、
既に受け取ってしまっていても、クーリン
グ・オフの対象となる場合がありますの
で、諦めずに相談窓口にご連絡ください。

○あきる野市消費生活相談窓口　契約に関
　するトラブルや悪質商法など、消費生活
　に関して困ったときは、一人で悩まずに
　気軽にご相談ください。電話でも相談に
　お答えします。
　●開設日時…毎週月曜・木曜日　午前９時
　〜午後４時（正午〜午後１時を除く）
※予約の必要はありません。
　●場所…市役所１階市民相談室
※月曜・木曜日以外でお急ぎのときは、東
　京都消費生活総合センターにご相談くだ
　さい。
○東京都消費生活総合センター
　●開設日時…毎週月曜日〜土曜日　午前９
　時〜午後５時（☎０３−３２３５−１１
　５５）
※多重債務相談も受付けています。

くらしの知恵袋くらしの知恵袋くらしの知恵袋 〜消費生活相談情報〜

～お年寄りを狙った送りつけ商法に注意！～

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
ビオトープに集う日ビオトープに集う日 （78）

　森の子コレンジャーの活動も今年
度で７期目です。活動の中で、第３
期から継続している「ビオトープ整
備」は５年目となり、50～60年前
まで谷津田であった場所は「水場か
ら生まれる命が多様な命をつなぐ場
所」として息を吹き返しています。
　昨年の11月23日には、ビオトー
プに関わった森の子コレンジャーの
卒業生が集い、同窓会という形で整
備を行いました。内容は、台風の影
響で荒れてしまった昔道や池を整備
し、現役生が安全に活動するための
準備です。作業前に、ビオトープを
利用する野生動物をセンサーカメラ
の映像で確認し、自分たちが関わっ
た場所の今と今後必要となる整備を
確認しました。小学校５年生から高
校１年生までの11人が協力して主体
的に活動している姿を見て、ビオト
ープに対する気持ちはみんな変わっ
ていないのだと感じ、嬉しく思いま
した。
　イノシシのヌタ場となっていた場
所には、産卵にくる両生類や昆虫な
どが戻り、生態系のバランスを保つ
役割を持っている捕食者のキツネや
イタチ、フクロウ、ヘビなどが利用
するようになりました。イノシシは、
地元の猟師さんのおかげもあり減少
してきました。周辺の森はメダケや

倒木などで人が活動できない状況で
したが、子どもたちが活動するため
の広場を作り、小型哺乳類や野鳥が
利用する場所として整備を続けてい
ます。
　しかし、昨年からセンサーカメラ
にシカが映り始めたため、伐採した
木やチャノキをせん定して池に下り
るシカ道を塞いだり、池の周りにシ
カ除け柵を作り始めました。シカが
来るようになってからは、池を荒ら
すだけではなく、日が当たるように
整備した林床に出た実生も食べられ
てしまい、私たちの希望までシカに
摘まれてしまったような気持ちにな
りました。
　それでも、池は水場を利用する生
物のための場所であり、関わった森
の子コレンジャーの大切な場所でも
あるので、人間の理想と自然の関係
は「やって、見続けて、工夫してい
く」ほかないと、これからも試行錯
誤を重ねようと思います。（加瀬澤）

同窓会に集まった11人。みんな、ありがとう！同窓会に集まった11人。みんな、ありがとう！

後期高齢者医療保険料
保険年金課
後期高齢者医療係

FAX

ほにゅう

ふさ

現在口座振替可能
な金融機関を含む


